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　本年度は、宮廷において食全般を監督する役職であ
るスカルコscalcoについて研究を行った。まずイタ
リアの宮廷におけるスカルコの具体的な仕事はどのよ
うなものであったかについて、16・17世紀に書かれ
た宮廷役職についてのマニュアルから分析した。とく
に中心的に利用したマニュアルは、ジョヴァン・バッ
ティスタ・ロッセッティの『食事監督官について』で
ある（G．B．　Rossetti，　De〃o　Scalco，　Ferrara，1584
［Bologna，　Forni，1991］）。著者のロッセッティ自身、
ウルビーノ大公妃ルクレッィア・デステの食事監督官
をしており、詳細にその仕事について記述しているか
らである。
　ロッセッティによれば、食事監督官は、日々の食事
のメニューや食事場所を決め、食事そのものも取り仕
切り、食にかかわるスタッフを管理する。さらに彼は、
食糧貯蔵室の在庫チェックも行い、購入係に指示を出
す一方で、食品購入に関わる不正にも目を配らなけれ
ばならない。またメニューの決定に関しては、君主の
健康にも留意しなければならないため、食物と健康の
関係についても知っている必要がある。宮殿内に客が
いる場合には、その客にきちんとした待遇がなされて
いるかをチェックするのも彼の役割である。しかし食
事監督官の腕の見せ所はこのような日常的な仕事では
なく、饗宴が開かれるときである。彼は饗宴のメニュー
を決め、政治的な思惑もからむ席次を調整し、実際の
饗宴では、食事を出すタイミングを決め、自らも君主
に食事を運び、すべてがスムーズに進むように配慮し
なければならない。
　このように食事監督官の仕事は多岐にわたってお
り、その責任はかなり重いと考えられる。ではいった
いだれがこの重責を担っていたのであろうか。宮廷マ
ニュアルはこの点について具体的に教えてくれるわけ
ではない。そこで、フィレンツェの宮廷を例に取り、
どのような人物がこの職についているかを分析した。
分析に当っては、フィレンツェ国立古文書館にある宮
廷給料簿などを利用した。
　その結果、フィレンツェを首都とするトスカナ大公
国以外のイタリアの出身者が、食事監督官の半分以上
を占めることが判明した。フィレンッェ人はほとんど
おらず、外国人も少ない。外国人が少ない理由として
は食文化の相違が考えられるだろう。またフィレン
ッェ人が少ない理由として、以下の2点が考えられる。
フィレンツェは1532年まで共和国であり、宮廷食文
化は存在していなかった。そのために、食事監督官の
役職に就くことのできるほどの知識を持つものが少な
かったのではないだろうか。またフィレンッェ人は、
17世紀初めまであまり宮廷役職には就任しなかった。
これは共和国の伝統を誇るフィレンッェ人が、君主の
宮廷人になることを忌避したからだと考えられる。君
主の方も、敵対的なブイレンッェ有力市民を宮廷職に
就けようとはしなかっただろう。とくに食事監督官は、
宮廷マニュアルを書いたプリシャネーゼによれば、「主
人の命を手中にする」役職である。そのためにフィレ
ンッェ人は少なかったのではないだろうか。
　身分から見ていくと、コジモ1世時代（1537－74）
の食事監督官は、その称号から見て、あまり身分は高
くない。彼らは、同時代の書記たちと同様、それほど
身分の高くないよそ者だからこそ君主に個人的な忠誠
を誓う者たちだったと考えられる。しかしフランチェ
スコ時代（1574－1587）になるとシニョーレの称号
を持つものが増し、フェルディナンド1世時代（1587
－1608）には、封建的称号を持つイタリア人も食事
監督官になっている。もっともコジモ2世時代（1608
－1621）になると、封建的称号を持つものはおらず、
侍従などと比較すると身分が低いと言えるだろう。し
かしフェルディナンド2世の時代（1621－1670）には、
ルニジャーナの貴族マラスピーナ侯爵やボローニャの
ベンティヴォリ伯爵といった封建貴族が食事監督官に
就任している。フィレンツェ人でも、コルシー二家、
グイッチャルディー二家、ルチェッライ家のような名
家が進出して来ている。このような徐々に身分があ
がっていく傾向は、他の宮廷職と同様であり、食事監
督官も宮廷職の一つとして、17世紀には貴族やフィ
レンツェの有力市民が就任する役職になっていたとい
えよう。
　しかし食事監督官は侍従などの役職とは異なり、か
なり専門的な知識を必要とする役職である。したがっ
て、ある特定の家が食事監督官を輩出する可能性も考
えられる。そこで家別に食事監督官をみていくと、と
くに注目すべき二つの家が存在した。その一つはアン
コーナのマリノッツィ家である。ジローラモ・マリノッ
ッィはコジモ1世の食事監督官になり、その子フラン
チェスコは客の接待のための食事監督官に就任した。
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もう一つの家は、ウンブリア地方のアメーリア出身の
ジェラルディー二家である。チェジオ・ジェラルディー
二は、1547年から従者としてコジモ1世に仕え、
1565年から食事監督官となり、おそらく1603年まで
その役職に就いていたと考えられる。彼の息子のジョ
ヴァン・コジモは、1604年に部屋侍従として始めて
宮廷給料簿に登場する。チェジオが宮廷給料簿に最後
に記載されているのが1603年であり、その翌年から
息子が登場している点が興味深い。ジョヴァン・コジ
モは、1612年に食事監督官となり、1649年の彼の死
の年まで彼は食事監督官の職に就くことになる。した
がって、両者の活動期間をあわせると約60年間にな
る。60年ものメディチ家の宮廷の食を管理し続けた
ジェラルディー二家は、フィレンツェの宮廷の食を支
配していたといえるだろう。
